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所
在
地
・
旭
市
網
戸
字
城
之
内

　

網
戸
地
区
北
側
の
徴
高
地
上
に
位
置
す
る
。
室
町
時
代
の
応お

う
え
い永

年
間

（
１
３
９
４
～
１
４
１
８
）
頃
に
北
条
氏
の
家
臣
、
大
橋
山
城
守
康や

す

忠た
だ

が
築

城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
信
州
木
曽
か
ら
木

曽
義
昌
が
下
総
阿
知
戸
一
万
石
に
転
封
さ
れ
た
。
義
昌
は
当
初
、
近
隣
の
福

昌
寺
を
仮
陣
屋
と
し
た
の
ち
、
翌
19
年
網
戸
城
跡
を
改
修
し
、
居
城
に
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

木
曽
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
東
漸
寺
の
周
囲
に
土
塁
・
空
堀
が

残
存
す
る
の
で
、
城
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
『
千
葉
県
所
在
中
近
世
城

館
跡
詳
細
分
布
報
告
書
Ⅰ
』
（
１
９
９
５
）
も
当
寺
を
城
跡
に
比
定
し
て
い

る
。
近
年
、
網
戸
城
跡
の
位
置
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
そ
の
全
貌
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
東
漸
寺
は
城
の
中
枢
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
で
あ
り
曲

輪
３
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
寺
の
周
囲
に
残
る
遺
構
は
東
漸
寺
の
建

　
　

網あ
じ 

戸ど 

城 

跡

東 漸 寺 正門
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立
以
後
に
構
え
ら
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

網
戸
城
の
主
郭
は
寺
の
西
方
の
、
小
字
名
「
城
之
内
」
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
は
現
在

耕
作
地
で
遺
構
は
残

存
し
な
い
が
、
南
方

に
は
「
上
宿
」
の
集

落
が
開
か
れ
、
城
内

へ
至
る
道
は
ク
ラ
ン

ク
を
な
し
て
お
り
、

城
の
防
衛
線
と
し

て
の
機
能
を
も
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
同
地
区
は
聞
き
取
り
に
よ
る
と
「
義
昌
公
の
城
が
あ
っ
た

所
」
と
い
う
。
地
元
で
も
、
こ
の
地
が
網
戸
城
跡
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
「
上
宿
」
に
は
義
昌
の
室
万
里
姫
と
縁
の

深
い
観
音
寺
と
淡
島
大
明
神
が
あ
る
。

網　戸　城　跡
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